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山梨県と周辺地域における近現代の石積技術

一『石積の秘法とその解説』から辿る石横技能者大久保氏の系譜一
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1.は じめに
県指定史跡甲府城跡 (以下、甲府城跡)では、平成
22年 9月 から鉄門復元工事を着工し、復元根拠に基

づき在来工法に則った工事を進めている。復元工事に

際し、復元根leLの充実を図るため、櫓門や石垣の修理

履歴に係わる文献史料や歴史資料の調査を実施した。

調査を進める中で、『石積の秘法とその解説J(以
下、『石積の秘法』)と いう書籍に出会った。これは

明治時代から戦前まで、山梨県内を中心に石積
う
をは

じめ河川工事や中央線敷設工事等に携わった大久保森

造氏により記された、数少ない石積の技術書である。

昭和33(1958)年 に出版されてから現在に至るまで再

版を重ね、出版社に絶版しないと言わしめ、石積の仕

事をしている者なら一度は目にしたことがある教科書

のような存在と言える。内容は、主に近代の間知積の

技術を紹介している。

甲府城跡に関する記述も見られるが、森造氏の先代

が甲府城の石垣を修繕したということと、その際に使

用した道具の写真のみであった。 (図 6左下写真)

甲府城跡に関する記述は前記したもののみであった

が、森造氏が関連史料を所蔵している可能性があると

考え調査を開始した。同時に明治時代から昭和時代に

かけての工事記録や石積技法の記述等から、山梨県の

土木技術の系譜を辿ることが出来る貴重な文献である

と捉え、森造氏を初め大久保氏がどのような流れで技

術を習得するに至ったのか追及することとした。

なお、関係者の敬称は省略させていただく。

2.石 積技能者大久保氏
2,1 技能者としての系譜
森造に聞き取り調査を試みるも、昭和46(1971)年 に

享年85歳で亡くなっていた。しかし森造の息子で共

著者の森一と、姉豊子に聞き取りを実施した。

ここで簡単ではあるが、森一、豊子を紹介しておき

たい。森―は昭和 7(1932)年 に生まれ、昭和31年 まで

甲府に住んでいた。幼い頃から森造について様々な現

場で仕事を見てきたためか、森一自身も技術者として

の道を進んでいる。姉の豊子は、幼い頃から見続けて

きた父を尊敬しており、森造が残した文書や道具を大

事に保存している。

両名によると、大久保家は甲府市宮前の人幡神社正

面に土地を持ち、代々石積や河川工事等の仕事を請け

負っていた。森造は3人兄弟の次男で、先代である親

の姿を見て自身も石積の道に進んだ。長男芳正が家督

を継ぎ、三男平治郎も手伝い、兄弟で仕事をすること

も珍しくはなかった。森造達は「黒鍬」
分と呼ばれ、

弟子だけでなく役所の人間にまで、自らの持つ技術を

隠さず教えていた。

森造は戦争中、近衛師団に配属され、在郷軍人会の

会長や甲府市の市議会議員も務めた。文章を書くこと

が好きで、石積関係の資料も多く書いていたが、晩年

そのほとんどを自ら燃やしてしまった。

ここで、現段階までに判明した大久保家の系図をま

とめておきたい。豊子の娘まき子の協力を得て、明治

時代から現在までの系図 (図 1)を作成した。

善太郎
曖造 18年3月 6日 浚

,… …江戸時代の人物

:?

善治郎 (積翁)
大正 9年 5月 1日 没

?    2人
(現在確認中)

平治郎 (積徳)   森造     芳正
昭和39年 6月 4日 没    昭和46年 9月 3じ日没    昭和29年9月 2日 没

十   
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   |
金治郎  森― 豊子 元子   娘
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まき子

図 1 大久保家系図
図 1を参照しながら、主要な人物を紹介する。
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大久保善太郎

明治18(1885)年没。善治郎との繋がりは不明。

大久保善治郎

森造の父。森造によると、甲府城の石垣修繕に携わっ

た人物。大正 9(1920)年、享年77歳で亡くなる。

大久保芳正

森造の兄で、大久保家の家督を継いでいる。明治時代
から戦前にかけて大久保家が請け負った工事のほとん

どに携わっている。昭和29(1954)年 に亡くなる。

大久保平治郎

森造の弟。石積をしていたが、戦後は農業を始めたた

め石積から退いた。昭和39(1964)年 に亡くなる。

図 1か ら、大久保家が代々石積の仕事を続けてきた
ことがわかる。親から子へ、そして兄弟へ、一族揃っ

て石積に携わってきた由緒ある家系である。

また、関係性が不明であるため推測の域を出ない

が、善太郎が善治郎の先代であるならば、善治郎の没

年からみて、系譜は江戸時代まで辿ることが可能と考

えられる。この点に関しては、引き続き大久保氏らの

協力を得て追跡していきたい。
°

2.2 大久保家の居住地
森―への聞き取り調査から、大久保家が甲府市宮前

町の人艦神社周辺に住んでいたことが判明した。八幡

神社正面の本宅に住んでいたのは長男芳正で、森造、

平治郎はその周辺に家を構えていた。家の周囲には資

材置き場や蔵、道具倉庫等が建ち並び、大久保家が栄

えていた様子がうかがえる。居住地周辺は安山岩の露

頭が多く、人幡神社裏には現在も露頭が見られる。愛

宕山にも隣接し、材料は豊富であったようだ。

図 2は、森―が作成した昭和初期の大久保家周辺の

地図である。当時の様子がわかる興味深いスケッチ

だ。なお、大久保家の居住地に関しては詳しく考察す

る必要があるため、次章で触れることにする。

2.3 明治時代以前の大久保家
ここまで大久保家の系譜が江戸時代まで遡れる可能

性を示唆したが、裏づけとなる資料がもう一つある。

図 1作成にあたり、甲府市清泉寺にある芳正の墓地
と、甲府市大泉寺にある森造と平治郎の墓地の調査を

実施した。
つ

芳正の墓地を調査した際、住職に聞き取りを実施し

た。住職によると、過去帳の芳正の戒名には「巌」と

いう文字が入っているとのことであった。「巌」は岩
石を表す漢字であり、家業に因んだ戒名といえる。
平治郎の墓地には、善治郎と平治郎の銘が刻まれ
ていた。銘を確認したところ、善治郎は「積翁」 (図
4)、 平治郎は「積徳」 (図 4)の文字が戒名に含まれ
ており、生前石積に携わっていたことがうかがえる。
大泉寺の住職によると、生前の石積による働きと人柄
を評価し、戒名に「積」の字を入れたとのことだ。

また、平治郎の墓地には以下のような銘文が刻まれ

ていた。 (図 4)

我家ノ祖先国主様ヨリ名守ヲ賜ハリテ組頭フ命ゼ

ラレテヨリ二十一代墳墓ハ古府中来福寺ヨリ清泉

寺へ清泉寺ヨリ当山二移ス 父平治郎ハ農林通信
雨大臣ヨリ感謝状ヲ賜ル山梨県知事ヨリ特別賞優

秀賞ヲ甲府市長ヨリ市長賞ヲ授与サル褒賞ヲ受ル

事二十有余回二及ブ (中略)

昭和三十一年秋彼岸 大久保全治郎

金治郎によると、この銘文は平治郎が生前自身で刻

んだものである。平治郎は、石積技能者として、自ら

の功績を書き留めたかったと思われる。しかし、銘文
のもととなる明確な資料は確認できていない。

銘文にある来福寺
°の所在地は、図 3で八幡神社西

側に確認できる。図 2では、図 3で来福寺があった場
所が資材置き場となっているため、森造の時代に来福

寺はなかったようだ。来福寺が大久保家の菩提寺であ

るならば、21代前から続いているという表記と併せ

て、江戸時代には甲府に住んでいたと考えられる。
これらの銘文は裏づけとなる明確な資料が見つかっ

ていないため、回伝と捉えて参考にしたが、今後の調

査に有益な資料となると考え、調査課題とする。

3.大 久保家の居住地に関する問題
本章では、 2.2で述べたように、大久保家の居住
地の問題について考察していく。

大久保家が、江戸時代には石積の仕事をしていたと

仮定し、図 2を江戸時代 (1700年代初め)に描かれ
た「甲府城下絵図」 (図 3)と比較検証してみた。
図 2と 図 3を照らし合わせると、図 2では芳正宅で
ある場所が、図 3では町屋や人幡領になっていること
がわかる。また、該当箇所には山方同心や川除同心の

屋敷地との表記が見られ、大久保家の土地とほぼ一致

している。このことから、大久保家の祖先が、山方同

心や川除同心である可能性が浮上してきた。

では山方同心、川除同心とは一体どのような身分で

あり職務であったのだろうか。山方、川除という名前

から、土木河川工事に携わる身分と推測される。ま

た、同心と付くことから士分であると考えられるが、

関連史料が極めて少なく未だ不明である。
°

次に、大久保家がいつからこの土地に居住している

のか。図 1か ら江戸時代まで遡れる可能性がある点、
図 2と 図 3の整合性という点から、江戸時代には八幡
神社周辺に家を構え石積に携わっていたと考えられ

る。

ただ、柳沢家家臣として江戸から移転してきたの

か、在地で雇われたのか、石積技能者としての大久保

家の流れは未だに不明であるため、山方同心、川除同

心という身分の確認と併せて今後の調査課題である。
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図 2 森―作成 大久保家周辺地図
※「材」は資材置き場、または蔵を指す。
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図3「甲府城下絵図」(一部)柳沢文庫蔵

4.「社会奉仕録」による大久保氏構築石積
4.1 大久保家家宝「社会奉仕録」の発見
森一、豊子らに所蔵資料の提供を依頼したところ、

森造が記した「社会奉仕録」 (図 5)と石工道具 (図
6図 7)を発見したと、まき子から連絡を受けた。
今回発見された「社会奉仕録」は、家宝大久保家

永久保存と銘打っており、約A4版で、表紙含め32
ページに亘り全編森造の直筆となっている。

内容は、大久保家祖先の由緒から始まり、森造の経

歴、大久保家で築いた石積等が事細かに記載されてい

る。これらを書き残すことで、後世の土木技術の向上

に繋げることを目的として作成された。

現段階までの調査で、大久保家から発見された文書

はこれのみである。直筆の貴重な文書であり、過大表

現のない文章から、真実性が高いと感じられる。県内

土木技術の変遷を辿る貴重な手がかりになると考え

る。

4,2 「社会奉仕録」にある石積の記録
注目すべきは巻末の参考部分に記された施工記録で

ある。明治維新以前の祖先の仕事から始まり、戦後に

森造が携わった石積までが一覧で記されている。

この一覧を検証することで、明治時代から昭和時代

図4 平治郎墓地 (甲府市大泉寺)

にかけての土木技術の変遷を知る手がかりを得ること

ができると考えた。

そこで、本頂では「社会奉仕録」に記された構築物

を検証し、現存するものを時代別にまとめることとす

る。「時代」「施工に携わった人物」「原文」のほか

に、原文から場所を推定した「解釈」を表 1に した。

表1は、「社会奉仕録」に記載された構築物の中で

も、江戸時代の業績で別途検証が必要なものは除いて

|ヽる。

なお、森造と仕事をしたことがある技術者への聞き

取り調査から、「社会奉仕録」に記載されている以外

にも、森造らが手がけた構築物がいくつか判明してい

るが、これについては別の機会にまとめたい。

「社会奉仕録」に記載されているものは、大久保家

の数ある構築物の一部にすぎないということを、聞き

取り調査の点から明記しておく。

表 1か らは、大久保家が公共事業だけでなく個人依

頼の工事も請け負っており、県内外問わず仕事へ出て

いるという点。河川工事道路工事等様々な工事に携

わっている点が読み取れる。市街地開発やインフラ整

備が盛んであった時代に、甲府を中心に各地で活躍し

ていた一派であったようだ。

川
除
同
心
　
一
人

出
方
同
心

とハ
人

柳沢文庫蔵
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表1「社会奉仕録」参照部分一覧
時代 携わった人物 原 文 解釈 (想定地)

明治5年頃 善次郎
明治初年甲府城の西南部恩賜林館裏手よりそ

の以北にかけて修繕して仕上げた。
恩賜林記念館の裏手から北

明治10年頃 善次郎
甲府市錦町旧県庁敷地周囲の石垣を積んで据

えた。
甲府市丸の内118周辺

5 明治時代
善次郎と

その子弟

甲府市水道、山宮片山の西荒川の取入口より

始まり市内主なる路下を掘 り下げ割石を山崎

より運び両側に並べ水道を開け是に石の甲蓋

を架け渡し通水の施設をした。

甲府市宝1丁 目周辺と想定

明治25年以降
善次郎・芳正と

部下

甲州信玄堤の修築石積 (内務省直カツ)(ネ
ンド節時代 )

釜無川流域と想定

7 明治時代 芳正とその子弟

東山梨鶴瀬の稿台高五間の高台を積み上げニ

回崩壊 した三度積み直して当局に渡 した。之

を仕上る為に大久保家は田五十俵他を手放し

た。

甲州市鶴瀬にある鶴瀬橋か。

原文の「高台五間」から高さ

10m弱の橋台と想定

明治25年以降 善次郎
国鉄中央線路側土止石積み及ビヤなど石積に

関係あるもの一切積んだ。
範囲が広く特定が困難

9 明治33年以前 芳正とその子弟
西八代郡芦川村地区水力発電新敷地第一～第
二まで敷地石積完成。

現在の芦川第一発電所、芦川

第二発電所、芦川第二発電所

明治時代 善次郎・芳正

甲府市山田町看尾逸平氏後民造氏地新部に出

入し田、畑耕地整理と石垣全部を担当した。

その数多くして数えられない程である。

甲府市中央2丁 目周辺

明治33年
善次郎と

その子弟

甲府市商業学校敷地の周囲石積を完成 した。

請負人立川氏当時の市会議員秋山典吉氏と玉

越米次郎氏委員。

現在の甲府市総合市民会館

明治34年
善次郎と

その子弟

東山梨郡一町田中 中学校敷地周囲の石積を
完成した。

現在の日川高校

明治時代 芳正とその子弟 甲府市三水門荒川左岸堤防石積。 甲府市相生1丁 目荒川沿い

明治時代 芳正とその同志

静岡県下乙女峠軍道新設の為甲府市の石積師

連れ出張三里に亘る道路の側構を積み納免た

り陸軍賞の指導厳なりき。

静岡県御殿場市乙女峠

大正3年
芳正親方として

積ませたりした

甲府市相川地内圏閣ヶ岬眼下古府中大貯水池

周囲堤防石積全部。
武田神社近くの竜華池

16 大正時代
石積は芳正稿は

森造

甲府市百石町新道稿々台石積と鉄筋コンク
リート稿築工「当時甲府市役所では始めての
コンクリート稿である。」

甲府市丸の内2丁 目周辺と想

定

大正2年
芳正・平次郎と

その子弟

甲府市愛宕山裾甲府市水道貯水池の南側高台

石垣間知石三〇を使い積む。
甲府市愛宕町372と想定

大正時代 芳正・平次RБ
甲府市武田神社正面石段の両側土止石垣を積
む。

武田神社 (現在は改修されて

いる)

19 昭和2年完成
芳正名義

森造指導

甲府市飯田町甲府市水泳場新設完成 した当時
は東洋一と称 した。時の市会議員中込六之

助、萩原新一郎両氏。

甲府市飯田5丁 目周辺。飯田

プールと呼ばれた水泳場

昭和時代
稿台は芳正

稿は森造

甲府市深町地内省路稿稿台を積み是に鉄筋コ

ンクリー ト稿を架けた。
甲府市城東2丁目 (省路橋)

昭和時代
芳正名義

森造指導

甲府市新紺屋小学校校庭拡張の為同校庭の西

南角にある正念寺を愛宕山華光院南に移韓し

た。

華光院 (甲府市元紺屋町33、

現在は良林寺 )
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昭和時代
芳正・森造

合作指導

甲府市日影西地区古城西北一丁道路西側の小

貯水池新設(10年 )

古府中町1号公園隣の西耕地

溜池と想定

昭和時代 芳正
甲府市和田町地区和田稿上流一〇〇米上河川

堰堤築工完。

和田町の西沢川にある西久保

堰堤と想定

24 日召不ロロ寺代 芳正・森造
甲府市積翠寺町五新地内積翠寺稿稿台石積及

稿果架渡し。

甲府市下積翠寺の相川に架か

る橋と想定

昭和時代 森造指導

帝室林野局に出入し甲府市積翠寺山砂防工事

を十一年連続従事し県下模範施設として認め

られ山梨県庁より技術者を見学派遣された。

上積翠寺にある矢崎堰堤と想

定

昭和時代
上野雄一監督

森造指導

甲府市御崎町甲府一校正門前より袋町に通ず

る新道を建設路側をコンクリー トを以て固め

開通式までやった。

甲府市美咲2丁 目周辺。県立

甲府第一高等学校前の通りと

想定

昭和時代
芳正名義

森造指導

甲府市増山町より元の司令部前通りまで道路

の拡張完成。
国立甲府病院東の道路と想定

28 昭和時代 森造
甲府飛行場建設途上昭和八年九年満州ソ連国

境に出動し築城に参加し九年末凱旋した。

甲府飛行場は甲府市大和町北

中に存在した

２９

０

昭和時代

(戦後)
森造

北巨摩郡長野県境ふたつなぎ各砂防工事堰堤

築工五年。甲府市伊勢町中澤建設の請負のも
σ)。

資料不明

２９

②

日召不日日寺代

(戦後)
森造

東八代郡金生村地内砂防工事堰堤築工その他

の石仕事二隼。金生村尾山加藤重成氏請負の

もの。

笛吹市御坂町尾上周辺と想定

２９
０

昭和時代

(戦後)
森造 甲府市貢川堤防石積毎年参加した。 資料不明

２９

④

昭和時代

(戦後)
森造

静岡県熱海道路工事側構石積仕事に参加三

年。甲府市伊勢町中澤長吉請負にかかわるも

σ)。

資料不明

※表内の付帯番号は「社会奉仕録Jによるところとする。
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図5「社会奉仕録」 (左 )表紙 (右)本文
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4.3 近代以降の石積技術と変遷
表 1を もとに現地調査や資料調査を行い、現存する

石積を確認し、表 2に時系列でまとめた。既に消失し

ているものや、改修されているものもあり、表 1を全

て把握するのは困難である。表 2の中には、現存して

いないが、当時の石積が古写真に写っているものが

あったため、時代性からみて大久保家が係わっている

と判断し、参考にしたものも含まれている。

併せて、大久保氏と直接的な係わりは窺えないが、

山梨県および周辺地域で残存し、構築年代がおおよそ

明確である石垣を比較事例として掲載する。大久保氏

とそれ以外の事例を並べることで、石積技術の変遷の

理解に繋げたい。

表 2に掲載した各事例の概要は次のとおりである。

なお、表 2-①から④は、大久保氏とは直接関係
はないと思われるが、甲府城築城期からの石垣の変遷

を、周辺地域のものも含めて掲載した比較事例である。

表 2-⑤から⑦は、大久保氏が関わったという確証
はないものの、大久保氏が活躍していた同時代に構築

された石積であるため、大久保氏が関わっていた可能

性も合めて掲載した比較事例である。

表 2-①は、甲府城跡天守台石垣である。自然石ま
たは粗割 (三分割程度)の石材を用いた野面積み石垣
で、文禄から慶長年間の織豊城郭に見られる特徴を持

つ。県内では、都留市勝山城、周辺地域では小諸城や

松本城の石垣が同時期である。

表 2-②は、静岡県清水市の小島陣屋跡石垣であ
る。陣屋の建設年代 (小島藩の立藩)か ら宝永元
(1704)年 に構築された。一次史料の実見には至っ
ていないが、甲州の石積技能者が係わっているとの伝

承がある。

表 2-③は、東京都港区の品川第二台場石垣であ
る。嘉永 6(1853)年 、アメリカ艦隊来航に対する
防衛として構築した台場の一つで、甲州の石積技能者

が係わっていたとの史料が確認されている。

表 2-①は、長野県佐久市の龍岡城石垣である。
龍岡城は五稜郭と同じ構造をもつ城郭で、元治元

(1864)年、明治維新の争乱に備えて構築された。

表 2-⑤は、明治14(1881)年 に構築された、山
梨県南アルプス市市之瀬川の砂防堰堤である。ほぼ直

線の勾配で、自然石を主体に3か ら5段程度の野面積
みが確認できる。県営砂防事業発祥の地として、現在

も河川に並行して残存している。

表 2-⑥は、山梨県南アルプス市御勅使川上流に
ある芦安堰堤である。大正 5(1916)年 から昭和 3
(1928)年 にかけて施工され、現在は国の登録有形

文化財として保存されている。

表 2-⑦は、山梨県北杜市釜無川上流にある変電施
設の石積である。大正15(1940)年完成のものである
が、昔の石積が良く残っており、現在も稼働している。

表 2-③は、表 1-3に該当する甲府城跡恩賜林記
念館裏の石積である。森造の記録によると、明治 5

(1872)年頃、この周囲の石積を修繕したとある。

実見すると、入角部の一部が新しく積まれているのが

わかる。

表 2-③ は、表 1-8に 該 当す る、明治 36
(1903)年 に甲府まで開通した中央本線鉄橋に付属

する石積
のである。構築年代は、八王子―甲府間の工

事が着工した明治29(1896)年から開通時期に限定
されるが、表 1-8の記述から、施工時期が一致する
ため、大久保家との係わりが指摘できる。『石積の秘

法』によると谷積に分類される。森造は当時谷落し積

と称し、各地鉄道の橋梁翼壁工事の上留として盛んに

積んだと記録している。

表 2-⑩は、表 1-12に 該当する、山梨県山梨市
にある県立日川高校の敷地内石積である。表 1か ら、

日川高校 (当 時の日川第二中学校)が開校した明治
34(1901)年に構築されたと考えられる。日川高校
の敷地周囲を囲っているが、大久保氏が積んだと思わ

れる石垣は南側の一部しか残っていない。『石積の秘

法』によると布積に分類され、屋敷の周囲に適した上

品な積み方と記録している。

表 2-①は、表 1-18に 該当する甲府市武田神社
正面の石積

°
である。現在は改修され、当時の石積を

見ることはできない。『石積の秘法』によると、武田

神社の石積は鬼積と分類される。堅固に積まれている

が、見面が悪いので鬼積と呼んでいた。

表 2-⑫は、森造と仕事をしたことがある土木技術
者に聞き取り調査をした際に発覚した、森造の石積で

ある。表 1に記載はないが、相川沿いに現在も一部が

残っている。『石積の秘法』による笠置積である。自

然石を利用して積み、天端を間知石で仕上げる、道路

の側溝等に適した積み方であるとしている。

以上のような石積が、山梨県および周辺地域に残存

するが、自然石の石積と、精加工された石積が同時期

に共存または反復して出現していることが、表 2か ら

理解できる。

石積が共存または反復する理由としては、工事費や

材料の調達状況、現地の風土等、工事によって差異が

生じるため、その場や工事の仕様により、最も適した

石積技法で構築されるためだと考えられる。

今回作成した表 2の配列からは、明確な時代観や石

積技術の変遷を一概に述べることはできないと思われ

るが、これは大久保家の事例を集めたのみであるため

事例不足が否めない。

今後の調査で、大久保家の事例をはじめ、ほかの技

能者の事例も検証し、事例の充実を図ることで、山梨

県の土木技術の変遷を辿っていきたい。
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表2 大久保氏関連事例と山梨県内外周辺事例
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5.大久保家所蔵石工道具
「社会奉仕録」の発見と同時に、まき子宅から森造

の石工道具 (図 6図 7)が発見された。
発見された道具の一部は、善治郎が甲府城跡石垣を

修繕した際に使用した道具として、『石積の秘法』内

に写真が掲載されている。 (図 6左下)
写真に写っている大金テコは発見されなかったが、

森造によると、写真内の大金テコ2本と3貫目の玄翁

(図 6-1と想定)が善治郎の道具だったもので、善
治郎の道具も含め、全て森造が長年愛用した道具だ。

今回発見された道具は次のとおりである。

図6-1は矢ジメである。横28cm、 柄を含めた長
さは90cmも あり、今回発見された中でも一番大きい

道具である。石を割る際、挿した矢を打ち込むのに使

用する。

図6-2は玄翁である。柄はなく、横22cmの金物
部分が残るのみである。「一山」と銘が彫ってある

が、これは道具のメーカーの名前である。

図6-3、 4、 5はノミである。 3は先が平たく、
fきさイよ24.5cm<aあ る。 4イま19cm、  5は 17.5cmt承 ど
で、先が四角錘になっている。いずれも石の加工等に

使われるものである。

図6-6は クサビである。 8cmほ どの小さいもの
だが、隙間に埋め込み石を割るために用いられる。

図7-1、 2はコヤスケである。平たい方を石にあ
て、もう一方を別の石頭という金槌で叩いて石を加工

する。 1は横13.3cm× 長さ32cm、 2は横8.5cm× 長さ

24.7cm。 1に は、図6-2同様「一山」の銘が彫っ
てある。

図7-3か ら6は、石積に直接関係がない道具と思
われる。4は鉄道の線路の釘。 3は釘を打ち込むため

に支える道具だと思われるが、用途が明確でないため

現在確認中である。5と 6は斧で、木を伐採したり、

柄の材料となる枝を採る際に使用したと思われる。

森造と関わりがある石工達に聞き取り調査をしてき

た中で、森造は積み石工だという証言を耳にした。詳

しく聞くと、山梨県内の石工には石積専門の「積み石

工」、山から石を切り出す「割り石工」、石を墓石等

に加工して販売する「加工石工」といった専門属性が

あることが判明した。

作業が異なれば各属性によって使用する道具にも差

異が出てくるはずである。戦中戦後、石積に従事して

いた年配の積み石工によると、積み石工と割り石工は

連携することが多かったので、道具に違いはあるもの

の重複している部分もある。しかし、加工石工は店を

構えて販売をしているためあまり関わりがなかったと

のことである。

今回発見された森造の道具以外にも、ほかの石工の

道具もいくつか調査をしてきた。所有する道具の種類

を検証することで、その石工がどの属性なのか、また

属性の中でどのような作業を担当していたのかが判明

してくると考える。現在も、いくつかの石工の道具を

調査中であるため、今後まとめていきたい。

6.ま とめ
これまで過去20年に及ぶ甲府城跡の史跡整備の中

で、城内石垣の検証や文献史料の調査を継続して進め

てきた。しかし、城内の石垣は、築城期からのものも

あれば明治時代以降に積み直されたとされる石垣も存

在しており、未だ城内全石垣の時代観は把握しきれて

はいない。文献史料の面からも、山梨県における江戸

時代の石垣構築の史料はほとんど確認されておらず、

江戸時代に存在した石積技術集団の一部が判明してい

るのみである。古来より、周囲を山に囲まれ盆地に川

が集中している山梨県には、水害と戦ってきた歴史が

ある。城をはじめ、堤防や砂防堰堤等、水害対策に知

恵を注いできた。その知恵と技術力の結晶として、石

積技術が発展してきた。

本稿で大久保氏を取り上げたのは、はじめに述べた

ように、山梨県の土木技術の系譜を辿るためである。

山梨県の風土に合った構築物は多く残っているもの

の、その技術を伝える史料はあまり見られず、数多い

る石積技能者の中でも『石積の秘法とその解説』のよ

うな技術書を残し、現在まで読まれ続けている技能者

は森造のほかに類を見ない。大久保氏の石積技術を一

例と捉え、史跡堤防や登録文化財堰堤等、山梨県の上

木技術史にとって有益な情報が得られると考える。

また、大久保氏の残してきた石積技術を検証するこ

とにより、石垣の時代観や技術を体系化し、甲府城跡

の石垣を文化財としての観点から捉えるため、石垣の

評価基準作成に繋げていきたい。ひいては技術者と技

能者の評価にも繋げていければと考える。

本稿全体を通して述べてきたことは、まだ検証の余

地が多く推測の域を出ない。大久保氏の技術伝承の系

譜、山方同心と川除同心の身分、在地の一族であるか

等、調査課題は多く残っている。同時に、大久保氏以

外の石積技能者へも聞き取り調査を実施することがで

きたので、別の角度からも石積の系譜を追っていく。

大久保氏の調査は、一技術者の系譜から山梨県の土

木技術の系譜を辿る足がかりとなり得る大変興味深い

事例である。引き続き調査継続し、土木技術史の充実

を図っていきたい。
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図6 大久保家所蔵石工道具
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註

1)本稿において、大久保氏関連の構築物および明治
時代以降の構築物を「石積」、それ以前の構築物を

「石垣」と呼称することとする。

2)甲府周辺の石工の中で、石工を本職としている親
方のような存在を、敬意を込めて黒鍬と呼んでい

た。石積の角を積めるほどの技能者で、最低でも

10年間の経験を積まなければなれなかった。山梨

県における黒鍬という呼称について、情報も集まっ

てきている。

3)ま き子の調査によると、戸籍謄本から、善治郎の

2代前までの存在が確認できているとのこと。

4)墓地の調査は森一、金治郎に許可を得ておこなっ
た。

5)『甲斐国 社記・寺記』によると、銘文に記されて
いる来福寺は、慶応 2(1866)年 に台風で倒壊し
たため再建中であると記されている。しかし、それ

以降の記録はなく、存在は不明である。

6)笹間良彦 F江戸幕府役職集成 (増補版)』 による
と、山方とは藩有林の監査役。同心とは、与力の下

に配属され、武士の中でも一番低い身分であった。

川除についての記載はなく、これらはあくまでも江

戸における役割であるため、甲斐国における役割は

不明である。

7)『市制100周年記念写真集甲府物語』p43よ り。石
和町平等川鉄橋の石積。

8)三沢一也氏所蔵絵葉書コレクションより、大正時
代末期から昭和時代初期にかけての武田神社。
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